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　加藤まさゆき都議は、東京都議会第２回定例会で、総務委員会の委員長として舛添前知事に対する
集中審議を開催し、一連の疑惑に対する都民への説明責任を果たすよう前知事に求めました。
　また、都議会公明党は、喫緊の課題である待機児童問題解消等に向けて論戦を展開しました。
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デザイナーとのコラボで伝統工芸の
魅力を発信
「東京手仕事」プロジェクトの展示会を視察
　伝統工芸品の魅力を
伝え、新しい価値を創出
する展示会「東京手仕事
展」が港区の伊藤忠青山
アートスクエアで開催さ
れました。同展で都は、
職人とデザイナーが共
同で行う新商品開発や
国内外への販路開拓などを後押し。今後は、国内の展示会
に加え、フランスやドイツといった海外の展示会への出展支
援なども進めます。
　都議会公明党は、地場産業振興の観点から、世界に誇る
べき東京の伝統工芸品の保存や産業の発展・普及を一貫し
て推進してきました。今後も、東京オリンピック・パラリンピッ
クに向け「東京手仕事ブランド」が広く浸透し、伝統産業の魅
力が多くの人に伝わるよう取り組んでいきます。

東京五輪に向け暑さ対策など効果的な
環境施策探る
アジア最大級の「2016NEW環境展」を視察
　環境展では、猛暑対策や人手不足の対応に向けた効率性
を上げる技術のほか、リサイクルに必要な最新型の破砕機
など優れた環境技術を持つ関連企業が多数出展していまし
た。水や大気、土壌汚染などに対応する環境保全技術に加
え、人工知能（ＡＩ）制御による廃棄物選別ロボットシステムの
実演もありました。
　今後、都としても、東京オ
リンピック・パラリンピックの
開催に向け、霧状の水を吹
き出して気温を下げるドライ
ミスト施設の設置など、効果
的な暑さ対策を実施してい
きたいと思います。

初の民間と連携した観光情報基地が
オープン
「バスタ新宿」の観光情報センターを視察
　ＪＲ新宿駅南口に４月オープンした日本最大級の高速バ
スターミナル「バスタ新宿」。この３階に都議会公明党が推進
した都の東京観光情報センターが開設されました。

　同センターはバスタ新
宿の待合室に隣接し、和
装のコンシェルジュが、備
え付けられた２６台のタブ
レットを使い、多言語（日
本語、英語、中国語、韓国
語）で都内および全国の

観光情報を提供。年中無休で午前６時半から午後１１時まで
営業し、旅行者のニーズに応えます。
　また、民間事業者とも提携し、ＪＴＢのブースでは、全国の
旅行チケットの予約ができるほか、外貨両替も可能。佐川急
便では、宅配、手荷物の一時預かりに対応。人型ロボット「Ｐ
ｅｐｐｅｒ」が出迎え、館内のサービスや全国の観光地を案内し
ます。都が設置した観光情報センターで、民間と提携するの
は初めてであり、４年後の五輪開催に向けて、東京から日本
全国の魅力を発信する新しいモデルとなるよう後押しした
いと思います。
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加藤リポート 加藤リポートでは、議会での
提案に繋げるための調査・
視察など、様々な情報をご
紹介いたします。

キャップアンドトレード※でCO2排出削減
省エネ対策のトップレベル事業所を視察
　都が省エネ対策の「トップレベル事業所」として認定した
オフィスビルを視察しました。
　都議会公明党は、かねてより地球温暖化の防止に向けて
ＣＯ２削減の制度化を主張し、国に先行して施策を展開する
よう強く要望してきました。
　これを受け都では、２０１０年度からキャップ・アンド・ト
レードに取り組み、５年間で約１４００万トンのCO2排出量が
削減されました。これは、一般家庭約１３０万世帯（都内の
世帯総数の２割）のＣＯ２排出量５年分に相当します。
　今後も、都が３０年までにＣＯ２などの温室効果ガスを
20００年比で３０％削減する目標を掲げているため、会派

としても温暖化防止
に全力で取り組んで
まいります。

※オフィスビルや商業施設
などにＣＯ２排出総量の削減
を条例で義務付ける「温室
効果ガス排出総量削減義務
と排出量取引制度」
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新たな待機児童解消策取りまとめへ
長期ビジョンの整備目標引き上げ

　都はこれまで、学童クラブ施設の新設や改築、小学校
の余裕教室など既存施設を利用した場合の改修経費の
補助を行ってきました。
　また、時間延長のニーズに対応するため、19時以降ま
で開所する施設の整備には、都独自に整備費補助率を３
分の１から２分の１に引き上げ、区市町村の負担軽減を

図ってきました。
　さらに、民家、アパートなどの賃貸物件を活用する場
合には、賃借料補助を行い、今年度からは借地料や受け
入れ児童数を増やすための移転費用の支援も開始しま
した。今後も学童クラブの整備に取り組む区市町村を積
極的に支援していきます。

　都は現在、待機児童数の多い区市町村を中心に調査
やヒアリングを実施して保育ニーズ等の実態把握に努め
ています。副知事をトップとした関係各局からなる検討
チームで夏までに、待機児童解消に向けた新たな対策を
取りまとめ、長期ビジョンで示した整備目標も引き上げて
いきます。

特区活用で公園内保育園を整備
賃貸物件の保育園も積極的に支援
　保育所不足解消
に向け、公園内に国
の特区認定を受け
て保育所を整備し

ます。都立公園や区立公園でも認定が進められており、
今後も積極的に整備してまいります。
　また、賃貸物件を活用した保育所整備は短期間で開設
が可能なため、都も独自に改修費等を補助し、区市町村
や事業者の負担軽減を図っています。昨年度開設された

保育園の約７割・160件が賃貸で、平均的な改修工事期
間も約３カ月となっています。
　都は、改修工事期間等の開設前の賃借料を独自に補
助し、認証保育所の運営費補助の賃借料加算についても
公定価格に合わせて増額をしています。
　今後も、賃貸物件を活用した保育所整備を進める区市
町村を積極的に支援していきます。

学童クラブ整備を積極的に支援

《これまでの国の動き》

待機児童問題に対する緊急対策（3月）
◎保育コンシェルジュの設置、一時預かり事業の活

　用、施設改修費の拡充

ニッポン一億総活躍プラン（６月）
◎保育士の処遇改善やキャリアアップ制度の充実
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学校の非構造部材耐震化
30年度までに完了

納税・納入通知書に
音声コード導入を検討

　熊本地震等を踏まえ、いざという時に避難所等となる体育
館の耐震化が急がれます。都は、非構造部材の耐震化では、
都立学校の体育館を本年度中に完了させます。
　また、小中学校については、昨年度末時点で約７５％となっ
ており、３０年度までに完了する予定です。

障がい者への支援

優良な中小企業を学生にPR
交流会も２００社に拡大

学生・若者の就職支援

政治資金流用・豪華海外出張・公用車不適切使用 問題 都民の怒りを代弁

　都議会公明党は、代表・一般質問、総務委
員会集中審議を通じ、舛添前知事の一連の
問題を厳しく追及。
　これに対し舛添氏は謝罪と反省の言葉を
繰り返したものの、不十分な説明のまま続投
を表明するばかりでした。
　最終的に都議会公明党は、議会の解散も
覚悟に不信任決議案を突き付けて辞職を要
求。舛添氏は辞職を決断しました。

防災・減災対策

防災・減災、子育て支援など、当面する都政課題について各局局長と論戦防災・減災、子育て支援など、当面する都政課題について各局局長と論戦

　都では現在、希望する方には固定資産
税等の納税通知書で、税額や納期限を記
載した点字文書を同封しています。
　今後は、点字利用者の意向も調査した
上で、納税通知書への音声コード導入に
向けた検討を深めていきます。
　また、水道料金については、約740万
件の使用者ごとに原則2カ月単位で納入

通知書を発行しており、音声コードを導入
するには大規模なシステム改修が必要で
す。まずは点字文書を送付している使用
者に対して、音声コードに関するニーズの
把握を行い、費用対効果の検証や、他の
公的機関が発行する通知書等への普及
状況も踏まえ、導入に対する検討を行って
いきます。

　若者の中小企業への就職を促進するためには、企業
に対する学生等の関心を高めることが重要です。この
ため都は、若者に向けて専用ウエブサイトの開設や大
学での広報冊子の配布等を通じて、中小企業の魅力を
広くＰＲしてきました。
　今年度は、製造業、ＩＴ、建設業に加え、新たにサービス
業等にも対象を広げ、幅広い業種から優良な企業を掘り
起こして紹介します。
　さらに、多くの大学等の就職担当者が、中小企業の魅
力を学生に伝えられるよう、年2回開催する教育関係者
と企業担当者との交流会の参加企業数を昨年度の延べ
４０社から、今年度は２００社に拡大します。様々な中小

企業が持つ魅力を広く発信し、若者の就職を促進してい
きます。

　５月１２日、八王子市の東京消防庁第九消防方面本
部の消防救助機動部隊（ハイパーレスキュー隊）が活
動する拠点を視察し、今後の災害対策を探りました。
　同施設は、約５万平方メートルの敷地内に新たに完
成し、東日本大震災と東京電力福島第１原発事故を
教訓に、テロや震災を想定したＮＢＣ（核物質、細菌・
ウイルス、化学）災害などに対応する部隊が活動して
います。
　放射性物質の侵入を防ぐ鉛が使われた車両や、除
染能力もある特殊車両、福島第１原発事故で放水に
当たった高さ２２メートルまでアームが伸びる消防車
両の放水作業などを確認しました。

　今後も防災対策の予算を確保して、さらなる都の防
災力向上に努めていきたいと思います。

委員会で追及する公明党都議 総務委員会で議事を進行する加藤委員長

　知事の辞職によって議会としての真相究明が物理的
に困難となったものの、再発防止に向けて６月２９日、知
事の職務代理を務める安藤立美副知事に対し、知事の海
外出張経費の適正化と公用車使用の厳格化を求める申
し入れを行いました。
　海外出張については、目的の明確化や随行人員、移動
手段、宿泊施設など、費用対効果を吟味し、事後の検証に
も耐え得る透明性と客観性を保つよう主張しました。

都民の信頼回復に向け
再発防止の策定を副知事に申し入れ
都民の信頼回復に向け
再発防止の策定を副知事に申し入れ

　また、公用車に関しては、使用目的、出発地、訪問先な
どのあり方や、記録簿の内容を見直し、使用の厳格化を
図るよう要請。使用基準や管理体制の迅速な改善を求め
ました。
　これに対し安藤副知事は、要望を受け止め、きちんと
見直していくと語りました。
　さらに今後は、国とも連携し政治資金規正法の改正強
化も国に要望してまいります。

政治資金規正法強化も要望

舛添前知事の政治姿勢を厳しく追及！舛添前知事の政治姿勢を厳しく追及！

特殊災害や大規模災害に備える
ハイパーレスキュー隊の拠点を視察
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